
○中野市固定資産評価審査委員会　会議録

審議会等の名称 中野市固定資産評価審査委員会
担当課（連絡先） 行政委員会事務局　電話22-2111
開催日時 平成19年6月28日（木）午後4時～午後5時
開催場所 中野市三好町1-3-19　中野市役所　行政委員会事務局
出席者 浅沼正雄委員、小林昭一郎委員、酒井皓次委員（欠席者なし）
出席（市側） 島田書記、岩戸税務課長、神田資産係長
会議資料 別紙のとおり
決定事項 ・会長に、浅沼正雄委員を互選し、承認される。

・委員長職務代理者に、小林昭一郎委員を委員長から指名され、承認される。
会議内容

協議事項
①委員長の選挙について
・中野市固定資産評価審査委員会条例第2条第2項の規定により説明（書記説明）
・委員の互選により委員長には、浅沼正雄委員が承認された。

②委員長職務を代理して行う者の指定について
・中野市固定資産評価審査委員会条例第2条第4項の規定により説明（書記説明）
・浅沼正雄委員長から、小林昭一郎委員を指定され、承認された。

③固定資産課税台帳の縦覧及び登録事項不服審査の申出状況について
・地方税法第432条第1項の規定による審査の申出はありませんでした。（書記説明）

④その他
・固定資産税の状況について(資産係長説明)
委員：昨年度の課税誤りとその後の経過について。
回答：住宅用地の課税誤りについては、昨年12月に発見された。還付は法律で5年
　　　　間。しかし、課税資料は過去10年間分残っていたので、10年分還付した。
　　　　対象者全世帯を訪問して説明し、了解を得た。事務処理は全て終了した。
委員：固定資産税課税調定額が、17年度に比べ18年度は約1億4千万円減の内容は。
回答：平成18年度は3年に一度の評価替の年に当たり、家屋の評価額が下がった
　　　　ためです。


